
所 長　丹　　清

実現したい「１ユニット４人」の暮らし

中心子どもの家は、海老名市から現在の場所へ移転して以来、今年で28年目を迎えました。

現在の建物について、2009年発行の法人60周年記念誌には、「12～ 13人の児童をひとつの

生活単位とするユニットケアを導入し、中高生には原則として個室が与えられるなど、当時と

しては画期的な園舎となりました」と記されています。

それから約30年。当時は先進的だった暮らしの形も、今あらためて見直しの時期を迎えてい

ます。子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し、求められる支援も、より小規模で、子ども

一人ひとりに寄り添うものへと移り変わってきました。国も現在、「１ユニット６～４人」を基

本とする方向性を示しています。

私たちも、子どもたちがより安心して生活できる環境を目指し、「１ユニット４人」の暮らし

の実現に向けて歩みを進めています。

もちろん、建物や職員体制など、乗り越えるべき課題は少なくありません。それでも、子ど

もたちにとってより良い暮らしを実現するために、地域の皆様、関係機関の皆様のお力添えを

いただきながら、一歩ずつ取り組んでまいります。
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新任職員、異動職員紹介新任職員、異動職員紹介

４月から心の家の職員になりました。大谷信
太郎です。
前職は保育園で保育士として乳児さんや幼

児さんと関わってきました。学生時代はテニス、バレーボー
ル、高校ではスポーツクラスにも在籍していたので体を動か
すことで子どもたちと関わっていきたいと思っています。
前職での知識も活かしていきながら、児童養護職員として新
しいことを身に着けたり、チャレンジしていきたいと思いま
す。子どもたちと安心安全に楽しく過ごせるように日々努め
ていきます。よろしくお願いいたします。

新任職員

大谷信太郎さん

今年度異動し、花の家の職員となりました。
約20年ぶりのユニット職員です。緊張から始
まり、体力不足を感じ、不安ばかり募る日々

です。温かい他の職員さんや子どもたちに支えられ、古い記
憶から思い出して「ああそうだったな」と、思ったり、新しい
情報を仕入れたり、忙しい毎日です。
一日も早くこどもたちのことを知り、施設のルールを覚え、
出来るだけ楽しい日々を送れたらいいなと思っています。
よろしくお願いいたします。

異動職員

内山博子さん

イルミネーション外出

お　花　見

今年はたまごっちコラボでした。事前にたまごっちに触れ、少し知識を得てからの出発です。
到着して…まずご飯を食べました。好きなご飯を選び、「おいしいね」とニコニコで食べました。
ご飯を食べ終えるとすっかり暗くなり、キラキラと可愛いイルミネーション空間に夢中になっていまし
た。特に、帰りのリフトは絶景でした。キョロキョロと見渡しながら景色を見ている子どもたちが可愛
かったです。
さて、思い切り楽しむとお腹が空きます。帰り際にコンビニによってホットスナックを食べました。少し
寒い中で食べるホットスナックが染み渡り、幸せな気持ちで帰りました。

3月の終わりに「相模湖イルミリオン」
に行ってきました。

愛川公園に着き、まずはジュースで乾杯した後にお団子を食べました。さっと食べ終
えると、公園で思い切り体を動かしました。ふわふわドームに迷路に、ながーい滑り台
と遊びつくします。
迷路で遊んでいた子どもたちに「こっちにきて」と言われ、のぼったりくだったりしな
がらついて行きました。ゴールは子ども達が見つけた「桜が良く見える秘密の絶景ス
ポット」でした。風が吹いて、サーッと揺れる桜の木がとても綺麗で、子どもたちと一緒
に春を感じることができました。

4月に愛川公園にお花見に行きました

4月から光の家に配属になりました、萩原和
美と申します。
14年ほどパン職人をしておりましたが、子ど

もに関わる福祉の仕事がしたいという思いが強く、思い切っ
て学びなおし、保育士になりました。
子どもたちの姿からは日々多くの発見があり、多くの元気や
嬉しさをもらっています。子どもたちが安心できる居場所づ
くりを目指していきたいです。
よろしくお願いいたします。

新任職員

萩原和美さん

4月から光の家の職員になりました、渋谷美
咲です。
大学では保健室の先生になるための勉強をし

ていました。この度、自分の出身地である相模原で子どもに
関わる仕事に就きたいと思い、中心子どもの家を志望しまし
た。子どもの家では子どもたちの元気さと考え方にいつも驚
かされ、新たな学びを得る毎日を送っています。
昨日の自分よりももっと優れた自分になれるよう、たくさんの
経験を積んでいきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

新任職員

渋谷美咲さん



ワークショップで作った作品は、手元に置いておくことにした子もいましたが、そのまま展示作品と
共にアートの旅に出てもらうことにした子もいます。自分の作ったものがあちこちを巡り、いろんな人
に見てもらえる機会はめったにないことだと思います。どんな旅になるのでしょう？沢山の人に見てい
ただけますように！

施設全体でバーベキューをするのは久しぶりで、子どもたちも
火起こしから気合いっぱいです。
三菱重工業（もうかりまっ会）さんたちが焼いてくださったお肉、野菜、
ウインナーをたくさん食べて「美味しい！」「もっと食べるんだ～」と話して
いました。お肉が焼きあがるとすぐに行列が出来ていました。「きのこは嫌
いだけれど、エリンギは焼くと美味しい」と、気付いた子もいました。

最後のデザートは焼きマシュマロ。火の近
くに集まって自分の好みの焼き加減を調整し
つつ、でも皆で話し込んでいたらいつの間に
か焦げていた…なんてこともありました。その
後は焼き方のコツをつかんで、上手な焼き加
減で焼きマシュマロを作っていました。
この日は天気も良く、みんなでワイワイ楽

しい食事の時間を過ごすことが出来ました。

職員側は懐かしさを感じるリリアン編
みでしたが、参加した子どもたちは初めて
で、最初は難しく感じる様子もありました
が、慣れてくればおしゃべりしながら進め
る子がいたり、リボンがなくなれば次のリ
ボンを結んで続けたり、気が付けばあっ
という間に１時間ほど時間が経っていまし
た。今回は「だいだらぼっちの遊び場」

という作品を鑑賞しました。

ワークショップで作ったみんなの作品を一つに繋げ

リリアン編みで作られた作品
にちなんで、ワークショップ
でもリリアン編みでリボンを
編みました。

アート・トラック来園

バーベキュー

それをさらに展示作品に繋げて、大きな作品として
楽しみました。

一般財団法人カルチュラルライツさんのアート・トラックがやってき
ました。３月に入り、温かくなってきた頃で、ちょうどよい気候の中、
現代アート作品のお話を聞き、ワークショップを体験しました。

三菱重工業の有志（もうかりまっ会様）のご厚意
により、バーベキューを開催しました！

➡
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熱いご支援
ありがとう
ございます

ご寄附お礼  【2026年１月～３月】ご寄附お礼  【2026年１月～３月】

共同募金について共同募金について

相場 悦子 様・田中 大介 様・船山 和雄 様・芹澤 菊野 様・島田 昌子 様・淵野辺ひばり幼稚園 父母会 様
一般財団法人 日本児童養護施設財団 様・NPO法人 デジタルコンテンツ研究会 様・相模原会 会長 原辰徳 様
株式会社 スマイル 井上 廣一 様・株式会社 インタージャンク 代表取締役 佐藤 善彦 様・マルハン橋本台店 様
㈱ザ・シティ相模大野店 様・株式会社 ファーストリテイリング 様・匿名１名 様

中心子どもの家で3,043円の募金がありました。
ご協力いただきありがとうございました。

毎年、卒園や卒業を迎える子どもたちを施設全体でお祝いしています。
今回は幼稚園卒園2名、小学校卒業１名、高校卒業４名となりました。
高校卒業を迎えた４名は、４月から、新しい生活をスタートさせます。

この４名は幼児の頃から中心子どもの家で生活をしていました。10年以上の長い時間を職員や他の
子どもたちと一緒に過ごしてきました。

その間に関わった７名の元職員さんもお祝いに駆けつけてくれました。
元職員さんたちから、これから自立していく子どもたちへのメッセージ
や、一緒に過ごした思い出を語ってくださいました。ここで語られた思い
出は、あまりにも当たり前な出来事かもしれません。しかし、そんな何気
ない日常の一コマが、振り返ったときに忘れることのできない大切な思い
出になっていくのだと感じました。改めて、子どもたちとの当たり前の日常
を大切にしていきたいと思いました。

高校卒業を迎えた４名からも挨拶がありました。その言葉はそれぞれの成長
を大きく感じさせるものでした。日頃は、なかなか素直に口に出来ない周りへの
感謝、長い施設生活で感じていた葛藤や悩みを言葉にしていました。これからも
施設での生活が続く在園生へ「職員の言うことは聞いていた方がいいと思う」と
のアドバイスも。施設で生活していると職員の言葉が煩わしく感じていたと思い
ますが、いざ離れるとなると心細さもあるのかもしれません。

それぞれが入所してきた幼児さんの頃の姿が目に浮かび、
いつまでも子どもだと思っていた４名が大きく成長していた
ことを強く感じました。

また、司会は在園生が担当してくれました。
「がんばれ」という気持ちのこもった司会で、温かい会と
なりました。
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